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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、有限要素解析で一般的に用いられる非圧縮の等方および直交異方性の超弾
性モデルに着目し、単軸引張りおよび等二軸伸展の条件下で応力－ひずみ関係式を線形
化することによって初期弾性率とモデルの材料定数を関連付け、頸動脈と胸部大動脈の
粥状動脈硬化病変部と胸部上行大動脈の解離病変部およびそれぞれの非病変部の応力
－ひずみ関係の実験データを用いて、初期弾性率を決定してから残りの材料定数を精度
よく同定する手法を確立し、さらに、椎骨動脈の解離病変部の有限要素解析を実施して
超弾性モデルの材料定数の影響を調べており、学術的な価値を有している。また、公聴
会においても、多数の出席者があり、種々の質問がなされたが、いずれも著者の説明に
よって質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
